
 

こ
さ
い
太
郎
を
励
ま
す
会 

 

三
月
十
八
日
（
土
）
午
後
六
時
半
よ
り
南
青
山
会
館
に
て
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
こ
さ
い
太
郎
を
育
て
る
会
主
催
） 

        

来
た
る
三
月
十
八
日
（
土
）
、
こ

さ
い
太
郎
を
励
ま
す
会
が
南
青
山

会
館
（
下
記
参
照
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
鳩
山
由
紀
夫
、
菅
直
人
、
宇
佐

美
登
各
衆
議
院
議
員
等
を
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎
え
、
「
住
み
続
け

ら
れ
る
港
区
」
を
標
榜
し
、
港
区
に

お
い
て
活
動
す
る
、
こ
さ
い
太
郎
を

激
励
す
る
と
共
に
、
国
政
の
現
状
も
み

な
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
会
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
さ
い
太
郎
の
港
区
に
対
す

る
思
い
や
、
将
来
像
等
を
お
話
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

 

み
な
さ
ま
、
ご
多
用
の
折
と
は
存
じ

ま
す
が
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

《
港
区
ニ
ュ
ー
ス
》 

 

ま
た
一
つ
消
え
ゆ
く 

 
 
 

「
思
い
出
の
場
所
」 

 
 

 
 

 
 

 

―
港
区
の
人
口
減
少
を
象
徴 

  

去
る
三
月
四
日
、
神
明
小
学
校
（
浜
松
町
）
で
閉
校
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
九
一
四
年
に
開
校
し
、
八
一
年

の
歴
史
を
刻
み
、
ピ
ー
ク
時
に
は
一
二
〇
〇
名
を
数
え
た

神
明
小
の
児
童
数
は
一
〇
八
名
に
減
少
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
港
区
内
の
小
学
校
の
統
廃
合
は
御
成
門
地
区
、
赤

坂
地
区
に
続
き
、
三
ヶ
所
目
で
、
当
面
は
一
段
落
と
の
こ

と
で
す
。
但
し
、
児
童
数
百
人
以
下
の
小
学
校
は
区
内
に

三
校
も
残
っ
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
経
済
期
の
地
価
高
騰
な

ど
に
よ
る
人
口
の
急
激
な
減
少
の
し
わ
寄
せ
が
こ
れ
ら

の
小
学
校
の
統
廃
合
に
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

子
供
の
数
が
減
り
続
け
る
こ
と
は
、
生
活
空
間
と
し
て

の
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
港
区
の
存
立
基
盤
を
失
う
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 
 

桜
の
咲
く
頃
、
新
入
生
を
迎
え
る
小
学
校
が 

 
 

 
 

ま
た
一
つ
消
え
ゆ
き
ま
す
。 

 

『
こ
さ
い
太
郎
を
励
ま
す
会
』
へ
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
問
合
せ
な
ど
は
… 

 

港
区
南
青
山
五
の
四
の
二
十
九 

 
 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
五
四
八
五
）
九
一
一
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
五
四
八
五
）
九
一
〇
〇 

こ
さ
い
太
郎
を
育
て
る
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

神明小 
 閉校式 



 

さきがけニュース 

新党さきがけでは、４月２１日まで、ＢＡＹ－ＦＭ（７

８．０Ｍ HZ）で、平日の朝・夕１回づつ基本理念に沿

ったコマーシャルを放送しています。この放送は、東

京、千葉、神奈川、埼玉、茨城、栃木、群馬の各都県

で受信できます。是非一度、聞いてみて下さい。 

 みなさまのご意見、日頃感じていること、身近なニュースなどを下記までお気軽にお寄せ下さい 

 こさい太郎を育てる会事務局〒107 港区南青山５－４－２９ TEL ５４８５－９１１１ FAX ５４８５－９１００ 

 お手紙、お電話、ＦＡＸいずれも大歓迎です。また、直接お越し下さりお話し頂ければ、なお幸いです。 

編
集
後
記 

 

啓
蟄
が
過
ぎ
、
日
毎
に
春
の
足
音
が
近

づ
い
て
参
り
ま
し
た
。
春
は
卒
業
の
季
節

で
す
が
、
卒
業
と
共
に
母
校
が
な
く
な
る

の
は
、
大
変
淋
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

定
住
人
口
減
少
問
題
を
抱
え
る
港
区
の
現

実
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
住
む
こ
ん
な
港
区
を
も
含

む
、
東
京
都
の
知
事
選
挙
は
来
月
、
四
月

九
日
（
日
）
で
す
。
東
京
の
将
来
を
、
私

た
ち
住
民
の
立
場
か
ら
考
え
て
く
れ
る
よ

う
な
方
を
心
し
て
見
極
め
た
い
も
の
で

す
。 

 

な
お
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
ご
協
力
を
頂

き
、
二
月
分
で
二
三
五
円
の
図
書
券
と
交

換
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ご
協
力
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
！ 

  

私
ど
も
の
日
常
活
動
に
対
し
、
左
記
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
→
南
青
山
シ
ャ
ト
ー
東
洋
自
治
会
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
回
収
箱
を
設
置
し
て
頂
き
ま
し
た
］

使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
回
収
→
北
青
山 

斉
藤
様
、
赤
坂 

金
城
様

看
板
の
設
置
→
西
麻
布 

嶋
様 

事
務
局
で
の
お
手
伝
→
南
青
山
吉
川
様
、
佐
藤
様
、
他
多
数
の
み
な
さ
ま

  

今
後
と
も
こ
の
様
な
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

『
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
が
港
区
に
人
を
呼
ぶ
！
（
こ
さ
い
太
郎
の
コ
ラ
ム
） 

 
今
回
の
当
紙
「
港
区
ニ
ュ
ー
ス
」
の
中
で
、
神
明
小
学
校
の
閉
校
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
経
済
期
、
住
民
の
意
志
に

か
か
わ
ら
ず
、
オ
フ
ィ
ス
タ
ウ
ン
へ
の
変
貌
を
遂
げ
、
そ
の
た
め
の
地
価
高
騰
な
ど
で
人
口
の
激
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
港
区
の
宿
命

を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
後
バ
ブ
ル
経
済
は
崩
壊
へ
の
道
を
歩
み
ま
し
た
が
、
そ
の
余
波
は
子
供
の
激
減
と
い
う
形
で
現
れ
た

の
で
す
。
当
時
、
オ
フ
ィ
ス
化
の
流
れ
は
誰
も
止
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
港
区
に
生
活
す
る
人
間

が
主
人
公
の
新
し
い
港
区
に
方
向
転
換
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
住
み
続
け
ら
れ
る
、
ふ
る
さ
と
港
区
」
を
私
た
ち
住
民
の
力
を

中
心
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
は
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
不
可
欠
で
す
。

 
 

 

①
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
を
港
区
に 

 
 

・
従
来
の
区
の
政
策
で
あ
る
家
賃
補
助
や
民
間
住
宅
の
借
上
げ
の
一
層
の
推
進
と
提
供
。 

 
 

・
若
者
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
新
し
い
型
の
地
域
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
充
実
を
図
る
。 

 
 

・
若
者
の
定
住
に
よ
り
将
来
の
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
。 

 

②
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
定
住
の
た
め
に
（
特
色
あ
る
教
育
を
） 

 
 

・
ふ
る
さ
と
意
識
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
の
地
域
密
着
型
教
育
の
推
進
。 

 
 

・
将
来
、
区
民
が
主
人
公
で
あ
る
港
区
を
作
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
の
徹
底
を
図
る
。 

 
 

・
豊
か
な
感
性
や
、
人
格
形
成
の
た
め
、
国
内
外
を
問
わ
ず
交
流
教
育
を
推
進
す
る
。 

 

③
緑
豊
か
な
生
活
環
境
を
港
区
に 

 
 

・
既
存
の
公
園
の
形
を
改
め
、
水
や
樹
木
に
親
し
め
る
公
園
を
防
災
上
の
観
点
か
ら
も
設
置
推
進
す
る
。 

 
 

・
区
外
か
ら
の
車
両
の
流
入
制
限
を
検
討
す
る
。 

 
 

・
地
球
に
優
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
を
目
指
す
。 

アルミ缶ポストの設置場所 
前回、港区のリサイクル運動について掲載したとこ

ろ、数名の方よりアルミ缶の回収場所のお問合せがあ

りましたので、ご案内いたします。皆様、是非ご協力

下さい。（なお、当事務局でも回収しております） 
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